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 要 旨   
 気管平滑筋細胞は気管狭窄に関与する主要なエフェクター細胞であり、喘息によって誘

導される気管狭窄に関わるシグナリング経路の研究に用いられている。筆者らは、マウス

で methacholine 刺激性の気管応答増大をエタノール投与が減少させることを示している。

エタノール投与がマウスで気管応答を弱めるため、培養気管平滑筋細胞の能力をエタノー

ルが直接、弱めると仮定した。これを確かめるため、筆者らは、ラットの培養気管平滑筋

細胞を methacholine 処理後にエタノール（100 mM）に暴露して大きさの変化を測定した。

エタノールは methacholine 刺激性細胞収縮を顕著に減少させた。エタノールが誘導する

methacholine 刺激性細胞収縮の阻害は可逆的であった。エタノールが cGMP 依存性経路で

作用するかどうかを確認したところ、少なくとも 15 分間のエタノールでのインキュベーシ

ョンで cGMP 依存性タンパク質キナーゼ（PKG）活性が 2 倍になった。PKG アンタゴニ

ストアナログであるRp-8Br-cGMPSはエタノールで誘導されるキナーゼの活性化を阻害し

た。エタノールの PKG への影響と対照的にエタノールの前処理は cAMP 依存性タンパク

質キナーゼを活性化しなかった。以上より、エタノール暴露はラットの培養気管平滑筋細

胞でmethacholine刺激性収縮を可逆的に阻害することがわかった。またこれは cGMP/PKG
キナーゼ経路の活性化によるものであった。 
 
 
 
 
 
 
 

 




